
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな学力と豊かな人間性を基盤として 

自ら考え行動できる児童・生徒の育成 
～ 義務教育９年間の系統的・連続的な教育課程の充実を通して ～ 

八王子市立たがの杜小中学校 

令和７年度（２０２５年度）八王子市教育委員会 「研究指定校（小中一貫教育）」 成果報告書 

 

義務教育学校の「新たな日常・文化」づくり 

 
八王子市立たがの杜小中学校 

1000年以上の歴史のある 
「多賀神社」に見守られた地域 

 

<学校教育目標> 

【知性】 自ら学び考える人 

【公正】 思いやりがあり、責任ある行動のできる人 

【貢献】 心身ともに健康で社会に役立つ人 

本校は、「９年間の発達・成長を見通し、地域社会と共に
歩む学校」づくりを「新しい義務教育学校となる小中一貫
校」としての使命と捉え、これまで６年間にわたり、第二小
学校と第四中学校合同で新しい義務教育学校への道筋を
研究してきました。 

令和２・３年度は「小中連携」として、児童と生徒の交流
活動を中心に据えた取組を見出してきました。 
続く、令和４・５年度は「主体的に学ぶ児童・生徒の育
成」を掲げ、各教科等の部会が９年間を通した学習指導の
系統性や連続性を追究しました。 
そして、令和６年度からはこれまでの研究実践をさらに一
歩踏み込み「自ら考え行動できる児童・生徒の育成」をめ
ざし、義務教育学校９年間を見通した新しい教育モデルを
生み出す研究に取り組みました。 
研究のゴールは、義務教育学校の開校ではなく、義務教
育学校における新たな日常・文化をどのように創るのか、

日常を創るための種まきが本研究の実践にあたります。 
既存の枠組や指導法をなぞるのではなく、この地域のこ
とを考え、目の前の子どもたちの声を聞き、子どもたちの姿
を見てどんな成長を願うのか。小中一貫校から義務教育学
校へと歩みを進める中で、小・中学校の教職員で対話を繰
り返しながら、「たがの杜ならでは」を求めて実践を繰り返
してきました。 

 

八王子市立第二小学校 

 

八王子市立第四中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題を実現するための取組  

「自分の住む地域の地形的特色を捉え、自
然災害等の危険性について理解し、他者に伝
えることのできる児童・生徒の育成」に迫る取
組として、水害をテーマにした調べ学習の成果
を中学校第３学年から小学校第６学年へ、小
学校第６学年から小学校第４学年へと、学びを
つなぐ「水害の防災学習」を実施した。 

 

 

 

 

 

市内大学の皆さんと連携して、八王子の日本
遺産構成文化財や多賀地域、さらには八王子市
全体の歴史や文化について、小学生も中学生も
楽しく学べる新しい教材づくりを進めた。 
この活動は中学校の有志生徒が「郷土コンシ
ェルジュ」として中心に実施し、大学生の皆さん
と教材の試作品の検討会を行い、新校舎をバー
チャル空間で再現した教材や八王子市の織物
工業を題材にした紙芝居など、多くの郷土学習
教材を開発することができた。令和８年度は、開

発した教材の運用を予定している。 

■小中合同キャリア教育の実践 
（キャリア教育部会） 

中学校知的障害特別支援学級の第３学年
が、同学級の第１・２学年の生徒及び小学校知
的障害特別支援学級の第６学年児童を対象に、
進路選択の学習を通して、自分自身と向き合い
ながら進路決定を行ってきた経験や学びを伝え

る「小中合同キャリア教育」を実践した。中学校
卒業後の進路について具体的なイメージをもつ
ことが難しい児童・生徒にとって、先輩の進路選
択に関する話を聞く機会は、中学校卒業後の自
分の姿をイメージするきっかけとなり、将来につ
いて考えるきっかけとなった。 

 

 

中学校第３学年から小学校第６学年まで 

小学校第６学年から小学校第４学年まで 

■学習成果報告会（健康安全行事部会） 

 

 

■市内大学と連携した教材づくり 
（郷土学習部会） 

児童・生徒と大学生による 

「郷土学習教材検討会」 

 

 

 

授業実践のようす 

【特別支援学級】 
第四中学校 ７組 

第二小学校 こだま学級 



 

 

 

 

各部会の実践報告① 



 

 

 

 

各部会の実践報告② 



 

 

 

 

各部会の実践報告③ 



 

 

 

 

各部会の実践報告④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究成果と課題 
  成果 
〇児童・生徒の「願い」を起点とした教育活動の創出 

 児童・生徒が主体的に「自分たちの学校・地域をどうしたいか」という問いを立て、それを活動・ 

 実践に反映させるプロセスが構築できた。また、「自ら創る活動」へ移行したことで、研究主題で 

 ある「自ら考え行動できる姿」が随所で見られた。 

〇８部会の有機的連携による「資質・能力」の育成 

 8つの部会が独立して活動するのではなく、「めざす人間像」「小・中一貫校としての使命」に向 

 かって相互に補完し合う体制（教育課程の充実）を確立することができた。 

〇教員の連携・挑戦が生んだ「たがの杜独自の教育モデル」の萌芽 

 8部会の実践のつながりにより「たがの杜ならではの教育モデル」が生成された。小中の発達 

 段階を考慮した「集団づくりの系統性」や「学びのサイクル」の充実を図ることができた。 

  課題 
〇エージェンシー（自ら考え主体的に行動する力）を育む教科等指導の再構築 

  「エージェンシーを発揮する自律的な学習者」を育てるためには、学習指導の充実も必要不可 

  欠である。願いを形にするとき、問いを探究するとき、支えとなるのは各教科等における「見方・考 

  え方」である。改めて、自律的な学習者を育むための９年間の各教科等の年間指導計画におけ 

  る重点単元を整理し、共通理解のもと指導する体制を構築する。 

〇地域との共創の拡大 

  「地域で、地域と共に学ぶ多賀の学び舎」を実現するためには、地域の協力者を教育課程を  

  創るパートナーへと深化させられるかが鍵となる。持続可能なカリキュラムの構築が課題である。 

学校・地域合同防災訓練 スポーツフェスティバル実行委員会 


